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エレ クト ロニ ッ ク ・ イ ンス ツル メン ト Model HF-52 
EL34 ブッ シュ フル ・ 
モノ ー ラ ルプ ブ プリメイン アン プ 請 


渡辺 直樹 wAANABE Nek 


1950 年 代 に 製造 され た 米 エ レク トロ ニッ ク ・ イ ンス 
ツル メン ト 製 の Model HF-52 を 検証 する . 音 の 決め 
手 と な る 出力 トラ ンス は , その ころ の 製品 と し て は 
優れ た 特性 を 持つ . 真空 管 以 外 , 不良 の 部 品類 は 少 
な く , 真空 管 ソ ケッ ト と バイ パス 用 電解 コン デ > ン サ 
ー の 各 1 個 だ け の 取り 替え で 動作 し た . プリ ア 


ク ・ イ ンス ツル メン ト の Model 
HF-52 を 取り 上 ば げ ます. 
ー ヨ ー ク 市 に 本 拠 を 


Model HF-52 


本 検証 シリ ー ズ で は . 業務 用 ア 同社 は ニュ 
ンプ が 2 機種 続き まし た の で , 今 


回 は , 民生 機 で ある エレ クト ロニ 


[ 表 1] エレ クト ロニ ッ ク ・ イ ンス ツル メン ト の 主 な アン プー 一 覧 表 


置く アン プ メ ー カ ー 
外 の 製品 も 発表 し て いま し た . ア 


部 の 初段 は 12AX7 使 用 の 2 段 増幅 . 後段 か ら 前 段 へ 
の 帰還 回 路 の 途中 に EQ 回路 を 挿入 メイン アン プ 
部 初段 に は 12AX7 を , 次 段 は 直結 で 6CG7 の カ ソ ー 
ド 結 合 型 位相 反転 回 路 . 出力 管 は EL34pp の UL 接続 。 
回 路 は 固定 バイ アス 式 . 入力 1.5V で 出力 50W. 周 渡 
数 特性 は 50W で 20Hz 一 30kHz ま で 土 0dB. 


ンプ で は , プリ メイ ン ア ンプ が 主 
流 で す . 

同社 の 代表 的 アン プ の 諸 元 を 表 
1 に 記し ます . 表 の 価格 欄 に 記入 
し て ある よう に , 同社 で は キッ ト 


で ., HF-52 以 


注 1) F.W 三 Factry Wired (工場 で 結線 し た 完成 品 ) 


2) HF-12、HF-20 は ウィ リア ム ソ ン タイ プ だ が 


12W | ECC83 メ 2、ECC82 | キッ ト :S34.95 
9 
HF-12 | っ gw 。 | 5 一 20KHz 圭 0.5dB | 226 (20W EL84X2、EZ81 | FW :S57.95 
20W | 12AXZ。12AU7 2 | キッ ト : $49.95 
に ey 十 り 
HF-20 34Wpaai 13Hz 一 35kHz 土 0.5dB | 1.3% (20W))| | 6L6GB X2. 5U4GB | Fw ・$79 95 
十 
50W EL86. 6SNZGTB | キッ ト :S57.95 
| as 十 9 
HF-50 | now。。| 15Hz 一 30kHz 二 0.1dB | 1%6 (50W) | 16 | 21B | 34x2.GZ34 | FW :s8795 
| | | ECC83X2、6C4 es 
HF-52 | 30W | 2oHz 一 30kHz 土 0.1dB | 1% (50W) | 6CG7.EL34※X2 82 才 eo 
100Wpss EE F.W :S109.95 
| 
60W EL86、6SN7GT | キッ ト : $72.95 
y ー- 0 ) | 
HF60 | sow。。。| 15Hz 一 35kHz 土 01dB | 1%6 (60W) | 16 | 21dB | 占 34x2、GZ34 | FW :S9995 


他 の 機種 は UL 接続 回 路 . 


3) HF-50、HF-60 は メイ ン ア ンプ だ が , 他 の 機種 は プリ メイ ン ア ン フ ブフ . 


4) 価格 は 1958 年 当時 の も の . 
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ーー トド 還 HF-52 の 構造 
|] 注 ) 入力 は 2 


原 機 は .、 いわゆる プリ メイ ン ア 
ンプ の 構成 で す が , 回 路 説明 ・ 潮 P 
定 な ど を 容易 に する た め , 2 つの 
回 路 に 分 割 し て いま す . E 

原 機 の プリ アン プ 部 を 図 6 に 示 5 
し ます . 図 7 は , メイ ン ア ンプ 部 
と 電源 部 で す . 

図 8 に シャ シー 上 部 の よう す を 
示し ます が , 大 型 の 出力 トラ ンス 
と 電源 トラ ンス が シャ シー の 両側 
に 設置 され て いま す . 前 半分 に プ 
リア ンプ 部 を , 後方 半分 に は メイ ブ 
ン ア ンプ 部 と 電源 部 が あり ます . 

原 機 は 固定 バイ アス 方 式 で すか 
ら , バイ アス 電圧 調整 と 出力 管 の 
プレ ー ト 電流 を 調節 する た め の バ パ 


ラン ス 調 整 用 の 可変 抵抗 叶 を 適所 
に 配置 し て いま す . 
出力 管 の バラ ンス を 調整 する 場 
合 は , 図 10 に METER と 記さ れ 
= ーー * て いる 2 個 の ター ミナ ル の 対 シ ャ 民 
シャ シー 上 面 に は 取り 付け て ある 真空 管 名 や , バラ ンス 調整 , バ イア ス 調 整 , ハム バラ ン シー 電圧 が 等 し く な る よう に . パ 
サー な どの 文字 が 明記 され て いる の で , 各種 測定 や 調整 時 に 便利 だ 
ジン 
デ テー ジ 出 力 
AUX ui 線 0) 
チュ ー ナ 400V UI 
図 て 
朋 
カ + 
パ ド オ 
100KGQ 
並ん 
層 
パワ ー ア ンプ 部 へ 務 
つ 〇 アー スラ イン 1 
450V me 端 ] 
用 の 
イコ ライ ザー ブリ 出力 個 の 
可変 抵抗 器 詳 細 お) ッ ヲ 
高 域 用 350Kn スイ ッ チ 付き 1 に び A 
低 域 用 : 350kn 
レベ ル 用 : 100kQ ます 
ラウ ド ネ ス 用 : 540kn. 2 タッ プ 付 き PC324(CRL) 
[ 図 6] HF-52 原 機 の プリ アン プ 部 の 回 路 は 名 
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1 
っ 12AX7 
47 ァ 
プリ アン プ 部 スー+ー= 
出力 N 
3 
エレ クト ロニ ッ ク (⑨ ミ 
入 


ッ 間 
X オ ー バ ー 出 力 ③ 


I00g 


プリ アン プ 部 
(アー ス ) 


量り 33kn 1W 
(B 電 源 ) 


63V 


注 |]) ワッ ト 数 が 記し て いな い 抵 抗 は すべ て 1/2W を 使用 


2) 本 機 の 負 帰 選 量 は 17dB で ある 


[ 図 7] HF-52 原 機 の メイ ン ア ンプ 部 の 回 路 


ラン ス 調 整 用 の 可変 抵抗 器 (35k 
0) を 調整 し ます . 

図 9 は , 前 方 より 見 た 原 機 の 次 
図 で す (真空 管 は 省き ます ) . 

前 面 パ ネル 部 分 に は , 左 より 入 
カセ レク ター レベ ル 調 整 . ラウ 
ド ネ スコ ント ロー ル , 低 域 調整 
高 域 調整 (電源 スイ ッ チ 付き ) が 
並ん で 配置 され て いま す . 

図 10 は 背面 の よう す で す . 各 
入力 用 ジャ ッ ク , スピ ー カ ー 接 続 
端子 , 前 述 し た 出力 管 の 電流 計測 
用 の ター ミナ ル , テー プ 出 力 , 2 
個 の コン セン ト (1 個 は 電源 スイ 
ッ チ で 入 切 可能 ) . ヒュ ー ズ お よ 
び AC 電 源 コ ー ド が 設け られ て い 
ます . 入力 用 ジャ ッ ク (RCA 型 ) 
は 合計 7 個 設け られ て いま す . 
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[ 図 81 シャ シー 上 面部 品 配置 図 


回 路 


原 機 の 特徴 は 、 時代 的 要求 に よ 
り 、 フォア 人 人 力 の イコ テイ ゼー シ 
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ョ ン を 多数 必要 と し た た め , 主 だ 
っ た 録音 特性 を 選択 可能 な EQ 回 
路 を 用 意 し て いる こと で す . 

プリ アン プ 部 の 初段 真空 管 は , 
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は 少な い の で 抵抗 の 消費 電力 は 小 
さく ., 1/2W で も 充分 余裕 が あり 
ます . 

入手 し た 原 機 の 場合 . 真空 管 は 
別 と し て 不良 品 と し て 交換 し た 部 
唱 は , MT の 9 ピン ソケット 
(6CGZ 用 ) 1 個 と , カソード バイ 
パス 用 の 電解 コン デン サー の 50/ 
F 25V 1 個 だ け で . 抵抗 類 の 不良 
は あり ませ ん で し た . 

原 機 で 使用 し て いる CR の 集積 
回 路 、 お よび 2 タッ プ を 持つ 可変 
抵抗 器 は 入手 不能 で すか ら ., 実験 
機 製 作 の と き に 頭 を 痛め る こと に 
な り そ う で す 。 


調整 と 測定 


原 機 の 場合 , 前 項 で 記し た と お 
り , 不良 部 品 は 少な く 調 整 の 時 間 
は 案外 少な く て すみ まし た が , 回 
路 図 の 作成 に 手間 取り まし た . 特 
に ,. プリ アン プ 部 の 回 路 の 読み 取 
り に は 苦労 し まし た . 

原 機 の 通電 で は . 固定 バイ アス 
方 式 な の で , C 電 源 回 路 ま わり を 
特に 注意 し て 行い まし た . 

調整 が 完了 し , 各 特性 を 潮 定 し 
て OK と な っ た 時 点 の 各部 の 電圧 
を , 表 4 に まとめ て お きま す . 

前 述 し た よう に , 規格 オー バー 
の 箇所 も あり まし た の で ., 出力 管 


の 動作 状態 な ど を 調べ て み ま し た . 


図 7 と 表 4 から, 簡単 に 出力 管 
1 本 当たり の プレ ー ト と スク リー 
ング リッ ド の 合計 電流 (カソード 
電流 ) が 算出 で きま す . 図 7 の TP 
(テス ト ポ イ ント ) の 電圧 を 測り 
ます . 

TP と シャ シー 間 に は 100 の 抵 
抗 が 入っ て いま す の で , TP の 電 


源 ト ラン ス : 30020G 出力 トラ ンス : 32007 
電源 トラ 385V 青 P カト ラン 


1.70 


0 緑 Sg 16n 間 
CT 

80V 赤 B Bn 栓 
385V 

緑 / 黄 8 4n 茶 
63V 50V 

030 050 
OV 0 青 / 黄 P: COM 黒 


注 ]) 直流 抵抗 値 は . 端子 間 の 値 を 示す 


[ 図 14] 使用 トラ ンス 類 の 仕様 


[ 表 4] 原 機 の 各 電 極 電圧 


2) Sg タッ プ は ., B よ り 4229% の 点 よ り 引き 出す 


56V 


94.4V 


| 詳 ees 
141V 
243V 68V 


460V | 462.6V ー44.8V 


460V | 462.7V 


| 一 44.8V 


2) 電源 電圧 は 、 AC117V を 供給 . 


0.51 [〔V] 10 [0Q] 0.051 [A] 
デ 51 [mA] 


次 に ,」 プレート と スク リー ング 
リッ ド の 合計 直流 入力 電力 を 算出 
し ます . 


460 〔V] X 0.051 [A] 三 23.46 〔W] 


UL 接続 の た め . スク リー ング 
リッ ド 電 圧 (462.7V) が 若干 プレ 
ー ト 電圧 より 高く . プレ ー ト 電圧 
は , 実際 は TP 電圧 だ け 低く な り 
ます が , 態勢 を 変え る ほど 大 きく 


B 出 力点 | 1 番目 の デカ ッ | 2 番目 の デカ ッ | 3 番目 の デカ ッ 
測定 点 | GZ734 の | プリ ング の 出口 | プリ ング の 出口 | プリ ング の 出口 
カソード | の 点 (15kQ) の 点 (150kQ ) の 点 (33kQ) の 点 (18kQO) 


電 圧 | 464V | 圧 | 464V 305V 188V | 129V | 


セレ ン | セレ ン | フィ ルター 回 路 | バイ アス 調整 用 | バラ ンス 調整 用 | 出力 管 の 
測定 点 | 整流 器 の | 整流 器 の | の 出口 の 点 可変 抵抗 器 の | 可変 抵抗 器 の | グリ ッ ド 
病 | 5OV | に | (22kO) 中 点 (10kQ ) 中 点 (35kQ ) 


注 1) ーー 


AC385V | | 


4 番目 の デカ ッ 
プリ ング の 出口 


表 3 の EL34 の 最大 値 と 比較 す 
れ ば , 相当 余裕 が ある こと が わか 
り ま す . 

表 5 に まとめ まし た が , 初段 よ 
り 順 に 入力 電力 と 規格 値 を 比べ て 
み ま す . 入力 電力 は 計算 値 の み 記 
し , 算出 過程 は 省略 し まし た . 電 
圧 増幅 管 も . 全部 充分 に 余裕 を 持 
っ た 使い 方 を し て いま す . 

プリ アン プ 部 の イコ ライ ゼー シ 
ョ ン に つい て は ., 前 前 項 で 説明 し 
まし た の で , 音質 調整 回 路 の 効き 


圧 を 100 で 除 し て や れ ば カ ソ ー ない ので . 前 述 の 計算 式 ど お り 入 具合 に つい て 見 て み ま す . 
ド 電 流 が 算出 で きま す . 力 電 力 は 23.46W と し ます . 図 15 は , 音質 調整 用 の 可変 抵 
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[ 図 16] 入出 力 特性 [ 図 17] 周波 数 特性 


[ 図 19]】 ダン ビング ファ クタ ー 特 性 


写真 2(a) は . 100Hz の 方 形 波 
出力 電力 [W に 対す る 応答 渡 和 形 で す . 波形 の 傾 
[ 図 18] 入出 力 特性 きも 大 きく な く , か つ 弓 形 に 反っ 


て いま せん の で . 低 域 部 は 相当 伸 
コー プ に よる アン プ の 出力 波形 に し た と き の 応 答 波形 で す . 入出 力 び ぴ て お り , 素直 に 下がっ て いる こ 


対す る 応答 波形 で す . 特性 も 50W の 点 か ら カ ー プ が 曲 と が わか り ま す ( 図 17). 
写真 1 は . アン プ に 1kHz の サ が っ て . 歪み が 増加 し て いる こと 写真 2(b) は , 1kHz 時 の 応答 波 
f ン 波 を 入力 し . 出力 を 50W と が わか り ま す . 形 で す . 濾 形 の 状態 は 100Hz か ら 


[写真 11 サイ ン 波 形 応答 50W (a) 100Hz 方 形 波 (b) 1kHz 方形 波 (c) 10kHz 方形 波 
1kHz) [写真 2] 原 機 の 各 周波 数 の 方 形 波 応答 波形 (負荷 8Q ) 


(a) 負荷 8Q 十 0.1F (b) 負荷 80 十 0.5nF (c) 負荷 8Q 十 1uF 
[写真 3] 原 機 の 容量 負荷 時 の 10kHz 方 形 波 応答 波形 
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